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.精 白

潤菓樹利用の立場より,針葉樹と同時に同一蒸解釜の中で蒸解する所謂混合蒸轡の可能性に就い

て は,先に江口.･吉川氏等(】)に依って,必ずしも不可能ならすと結論されてV,る｡ 即ちパルプ強度

を目的とした場合,･パ)}プの蒸輝度の最適条件が針葉樹と滴東癖で同一でないにも関らず,即ちパ

ルプ中のーリグちン含有率が最適条件の下に於て,針葉樹と潤英樹では同一でなV,にも関らず,単織

-稚陀分離する素の琴易さほほ,ゞ同一であるから,針潤混合蒸解は必ずしも不可能ではないとされて

vlろt;併し乍 ら潤英樹を単独蒸解した後,針葉樹パ ルプと混用する事と何れが有利なーりやの問題は

又別個に考慮すづき事柄である｡ 更に叉,各種の潤英樹同志の混合蒸解に就いても同様の事が考え

得るp･

従って,針潤湛合蒸解の可能性の検討は更に微細化されねばならない｡

斯る目的､より,針葉樹として赤橡を選び,潤英樹として,ブナ,イクヤ,ナラの三種を選び,ク

ラフト蒸解試験を行い,.以って針潤混合蒸解の可能性を追求せんとして此の実験を行った｡

前報(2)に於て,澗英樹ブナに就いて蒸解試験を行った結果, リグニン含有率2%内外に,バ ルブ
ー

濁 度の最大値が存在する事を明らかにし,一般の針葉樹に就いて考えられている蒸解度の最適条件

封 日当の開きのある事を報告した｡本報に於ては発づ赤絵に就いて,蒸解度とパルプ強度との関係

を再検討し,更に上記三種や潤英樹との蒸解比較試験を行った結果に就いて報告しようと思う｡.

実 験 の 部
＼

実験し 赤絵のクラフト蒸解

未晒クラフトパルプの強度とリグニン含有率との関係は多く見受けられる.LEWIS,RICHARD-
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SON(3)等はスブルースを用いて, 1)ダニン含有率とバルブの機械的性質との関係を追及し,強度J#-

に引裂強度は リグニン含有率 12･7% の時最大であったと報告して居る｡

叉同報告中にHALLの研究では引裂強度の最木値はサグテン含有率 5% 内外にある事,義びに--

JoHANSSONの研究ではローエ価9までの時は引裂度は殆んど変 らない事を報告している｡

薗 E.C.JAHNandC.Ⅴ.HoLMBERG'4)は リグニン含有率と弼 レブの機械的性質との関係は其胤 L

の化学成分の影響を受けろから明瞭でないと言っている｡

本邦に於ても,赤枚を鹿料とする此の種の研究は堀尾(･5)江口(6)氏等に依って行はれているが, .)

ダニン含有率とパルプの機械的性質との関係は前記 JAHNの見解の如 く一,他の化学的成分,並び

に繊維の物理的及び化学的性質等の諸性質が複雑に関係する故,実際は明確な結論が得難い｡

此の点に就いては後報に於て詳細に報告する積 りであるが,本報では単にリグニン含有率を以つ ･

てパルプの蒸解慶を表はす尺度よし,皮相的にリグニン含有率即ち蒸解度とパルプ強度との関係を -

追求しようとした｡

蒸 解 蚤 件

原木は上賀 茂試 験地産の20年生元 口直径 15cmcp赤 桧を用 いて次の如き蒸解条件持て蒸解した｡

第 1図 蒸解時間とパルプ中の化学成分の関係

'(RelationbetweenChemicalComponents
ofPulpandCookingTimes.)

af / i 3 〟 ∫ ふ ? 8

→ Cookingtimes(mrs)
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一最高蒸解温度･:-165oC
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葡蒸解条件は従来の経験より以

上の条件を選び,蒸解時間を種々

に採って, リグニン含有率の異な

る-連のパルプを得て,其一連の

パルプに就いて,TAPPIの榛準法

に準じて試験紙葉を調製し,其の

強度を以ってパルプ強度とした｡

蒸 解 - 結 果 ～

蒸解結果は第h･1表に表示したd

葡同結果を図示すると第1図及

第2図の如 くである｡

蒸解時間に対する木材化学成分

の減少の模様を追求すると第 1図

の如 くになる｡

第 1由庭於ては横軸た主蒸解 時

間,縦軸に木材化学成分の同一成
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第 1 表 蒸 解 結 果 (ResultofCooking)

パ ル プの 槙 叛

最 高 温 度 蒸 解
時 間 (ねrs)

ノ収

粗 繊 維 量
Crude
Cellulosd

1) ダ ニ y
Lignin

ペ -/ トザ y
Pentosan

｣ チップ ノ言)IL)7g

率 yield (形)

～

i

i

i

パルプに対する(形)

チップに対する(形)

同成分に対する(形)

パルプに対する(形)

チップに対する(形)

同成分に対する(形)

パルプに対する(形)

チップに対する(形)

同成分に対する(形)

パ ルプ パ ルプ パ ルプ パ ルプ

(Ⅰ) (班) (Ⅳ) (V)
0 0.5 1 2 4 8

64.11 58.58

72.01 77.78

47.96 45.56

89.36 84,89

17.10 10.72∫

ll.39 6.28

42.50 23.43

ll.20 10.67

7.46 6.27

57.52 48.34

53.33 48.01 41.13

83.80 89.80 93.85

44.66 42.38 38,59

83.21 78.77 71.90

5.43 2.75 0.42'

2･90 1･34 0･17

10.82 5.00 0.62

9.98 9.39 9.17.

5.32 4.51 3.■77

41.04 34.71 29.83

10/aNaOH可溶物(対 チップ)(0/o)
10/oNaOHsoluble ･
収 率 - 1) ダ ニ･y
yield Lignin
収 率 - 粗 繊 維
yield crudecell
Residualcarbohydrat/I.igin'

16.85 10.81

52.72 52.30

18.64 13.02

4.84 8.32

6.97 5.47 5.39

50.43 46.67 40.94

8.67 5.63 2.54

17.4 34.8 2.41

第2図 二ダニソと化学成分の関係

(RelationbetweenChemicalComponentindLignin.)
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分に対する%を採ったものであー

る｡

第1図より判る如 く, リグ羊

ン,ベン トザンの溶出は蒸解の7

初期に於てほ著 しいが,蒸解時

間2時間後は除々に減少する｡

侍 リグ羊-/,ベントザンの溶碍

速度は粗繊維素の溶出速度と比

較して,蒸解の初期に於ては著

しく速い事が判る｡

次にパルプ中の リグエア含有

率に対す省,パルプ中の各化学

ー成分の割合 (対≠ツプ)を京す

さ第2図の如 くになる｡

第 2図に於て残存 炭水化 物

(収率よりリグニンを差し引い,

たもの)並びに粗繊維素は リグ
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第3図 パルプ強度と1)ダニソ含有率
(パルプ中の)との関係

RelationbetweeoPulpstrengthandLignin
Content(形)forPulp

C / .2 3 4 ∫ 占 7 6 タ /0 〟 ノブ /} /ア /T ノ俗

- LigninContent(形)forPulp

定法 (TAPPIに準じたもの)に従

った｡ 叉 oSR50に於ける強度を

採った｡

第3図より判る様に各強度の最大値

は リグニン含有率 10% 内外の場所

把見 られる｡即ちこの点が変異点に

粛当する事が認められる｡

第4図は横軸にパルプの収率を挟

-つた場合の強度曲線である｡

第4図よb判る様に収率58%(ノ

アツ部をも含めた収率)附近に強度

の最大値が存在する事が判る｡

斯 くの如 く赤桧を原料としたクラ

フ ト蒸解に於ては,未晒パ ルプの最
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-ン含有率8%内外より急激に減少

し,明らかに一種の変異点を有する

事が認められる｡又 この変位点を堺

としてパルプの機械的性質が急激に

低下する傾向のある事は節報に於て

も既に報告 した事柄であるが,注意

すべき点は針葉樹 と潤英樹の示す変

異点の位置が着 しく異な る事 で あ

る｡

パルプ強度と蒸解度との関係

次に蒸解度を異にする上記五経の

パルプに就いて,パルプ強度の比軒

試験を行った｡紙業調製法は英国公

第4図 パルプ強度と収率との関係 ′

(RelationbetweenPulpStrengthandYield)
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二大強度は,従来の同種の研究結果を含めて大体最低 リグニン含有率 5% 附近より最大 12.% 内外

の所に存在する如 くであるが,潤英樹の場合と相当な開きの存在する事は,強度を目的とするパル

プ 製造に当っては,混合蒸解は必ず しも不可能とは言えぬまで も,蒸解終了の管理を リグニン含有

率等に依って行 う場合には相当困難を憩はせるものである｡

実験‡ ブナ,コナラ,イクヤのクラフ ト蒸解

りr 異･檻潤英樹同志の混合蒸解の可能性並に針葉樹との混合蒸解の可能性を追求 しようとして,潤葉

由 としてブナ,コナラ,イクヤカ-デの三種を採 り,同一蒸解条件の下に蒸解せる場合の結果と赤
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橡の共を比較した｡

蒸解条件は既往の文献と経験より,主蒸解時間を 160oC,2時間と定め,硫化度を約 40と…定

にし,薬品添加率のみを対チップ 14% より24% まで変えた時の模様を追求する事に依って,混

合蒸解の可能性を推測しよ､ラよした｡

第 2 表

パルプ強度と蒸解度との関係

(RelationbetweenpulpstrenghandCookingdegree.)

パルプの種類
sampleNo.

蒸 解 時 間
Cookingtimes (hrs.)

1) グ.エ ソ 含 有 率
Lignln (形)

坪 量
BasisWeight (g/m空)

裂 断 長
Breakinglingth (km)

引 裂 度
Tearingstrength (g)

比 政 裂 度
BurstillgStrengthratio

I E I l Ⅱ l Ⅳ E V

7.8

蒸 解 結 果

蒸解結果は第.3表に表示した｡

第 3 表

潤英樹並に針葉樹のクラフト蒸解結果 -

(SulphatePulpingofHardwoodsandSoftwood)

クロー リン

ナ ソ バ ー
chlorine
number

蒸 解 番 号
Cooking
Number

樹 種
WoodSp.

薬品添加率
Charged
chemical形

硫 化 度
Sulphidity

ウ イ リ ス
チ ,/ バ -
Wiles
number
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薬品添加率を等 しくした場合,収率に於ては赤袷が最大で次いでブナ,イクヤ,コナラの順であ

った｡

この結果を図示すると第5｣図の通 りである｡

叉薬品添加率を等しくした場合,得 られたパルプの塩素価は赤稔が最大,コナラ,ブナ,イクヤ

･の順であった｡

この結果を図示すると第6図の通 りである｡

即 ち潤葉蘭同志は比較的同一曲線で示し得るが,針葉樹は明らかに其の形を輿にするO

叉収率を等 しくした場合,パル70.の塩素価は赤於が最大,コナラ,イクヤ,rブナの順であったO文一

叉蒸解宴を等 しくした場合の収率は,ブナが最大,イクヤ,コナラ,赤橡の順であったo

其の結果は第7図に示した｡
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第5図 .薬品添加量と収量の関係
(Y主eld-chargedchemical)

収

率

～/ク /5' î /7 ･16 /タ 20 1/ 之Z 13 2タ ヱ∫

薬 品添 加 率 (形 ) charged chem'icals (Nan_0)

第 6図 薬品添加率と塩素価の関係

(ChargedChemicaレChlorineNumber)
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以上の結果より,潤英樹の三種,ブ

チ,イクヤ,コナラは蒸解条件が同一

出来たパルプの化学的性質 も,略同一

であ予が,針葉樹は,潤 英樹と重 く異

なる結果を布する事が判る｡

結 論

(1) 赤絵を原料とするクラフト蒸解

に於て,蒸輝度とパルプ強度の関係を

追求 し, 1)ダニ-/含有率 1090/附近に

強度の最大値のある事を認めた｡ この

結果は潤菓樹の場合の リグニン含有率

ー/g /& 8̂ 20 .ZZ Jay

薬品添加率 ChargedChemical(形)(asNa20)

2%附近と其差甚しき事を確めた｡従って蒸解の終了をリグニン含有率等の蒸照度に依って管理す

る場合は,針潤混合蒸解は困難を伴う事を恩はしめる｡

(2) ブナ,コナラ,イクヤカ-デの三種の潤英樹に就いてのクラフト蒸解試験の結果は,同蒸解

条件の下では略同等の蒸照度のパルプが得られるから,潤菓樹同志の混合蒸解は大なる周難を伴は

ぬと思はれる｡
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Resum卓

/
(1)Inthesulfate-cooking,themaximumstrengthofpulpexistataboutlO%LiguinCon-

tentstothepulp､inthecaseofSofトWood,butitexistatabout2% LigninContentsin

thecaseofHard-Wood(asallreadyreported),therefore,wecannotsaythatthesulfate

co"okingofthemixtureofthem(SofトWoodandHard-Wood)ispossible,whenif示eexI

pectthemaximumstrengthandthebestqualityinpulping.

(2)ButinthecaseofthemiⅩtureofHard-woods(Hard-WoodandanotherHard-Wood),

WecanexpectthepossibilityofthemiⅩ-cooking,becausethesamecookingconditiongiveT

thenearlysamequalitytopulpinthiscase.
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